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神
戸
を
書
く
の
は
、
私
に
と
っ
て
か
な
り
シ

ン
ド
イ
こ
と
だ
っ
た
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ら
い

く
ら
で
も
あ
る
か
ら
、
神
戸
の
町
の
核
心
に
ふ

れ
た
い
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
が
き
わ
め
て
困
難

な
作
業
で
あ
る
こ
と
は
、
書
い
て
い
る
う
ち
に

い
や
と
い
う
ほ
ど
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

自
分
が
そ
こ
で
生
ま
れ
、
そ
こ
で
育
っ
た
土

地
な
の
に
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
書
き
に
く
い
の
か
、

ふ
し
ぎ
で
な
ら
な
い
。
身
近
か
な
こ
と
は
か
え
っ

て
書
け
な
い
と
い
わ
れ
る
。
先
入
観
が
山
ほ
ど

あ
り
、
し
か
も
な
か
な
か
つ
き
放
し
て
観
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
ら
し
い
。

け
っ
き
ょ
く
実
感
的
神
戸
論
に
な
っ
た
。
独

善
や
独
断
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
け
っ

し
て
本
格
的
な
神
戸
論
で
は
な
い
。
気
ら
く
に

書
い
た
。
私
に
は
気
ら
く
に
書
く
よ
り
ほ
か
に

方
法
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
神
戸
に
た

い
す
る
私
の
愛
情
が
、
な
る
べ
く
か
ん
だ
か
い

音
を
た
て
な
い
よ
う
に
心
が
け
た
。

十
六
年
前
に
、
私
は
至
誠
堂
新
書
の
一
冊
と

し
て
、
『
神
戸
と
い
う
ま
ち
』
を
書
き
お
ろ
し

た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
十
六
年
の
あ
い
だ
に
、

神
戸
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
私
に
と
っ
て
愛
着

の
あ
る
著
作
で
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
の
す
が
た

で
は
、
現
在
に
通
用
し
な
い
。

た
と
え
ば
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

『
神
戸
と
い
う
ま
ち
』
の
な
か
に
未
来
の
夢
と

し
て
す
こ
し
ふ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の

夢
は
現
実
と
な
っ
て
、
い
ま
私
た
ち
の
前
に
そ

の
す
が
た
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
だ
。

反
対
に
私
た
ち
の
前
か
ら
す
が
た
を
消
し
て

し
ま
っ
た
も
の
も
す
く
な
く
な
い
。
ジ
ャ
ン
ジ
ャ

ン
市
場
が
そ
の
一
例
で
あ
る…

。

筆
者
が
十
六
年
前
の
自
分
と
対
面
す
る
お
も

い
で
、
そ
ぎ
お
と
す
べ
き
も
の
を
そ
ぎ
お
と
し
、

若
い
筆
に
よ
る
骨
格
を
で
き
る
だ
け
残
し
、
一

部
を
書
き
加
え
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

神
戸
の
こ
と
を
、
私
が
は
じ
め
て
ま
と
め
て

書
い
た
の
は
、
『
神
戸
と
い
う
ま
ち
』(

至
誠

堂
新
書)

と
題
す
る
作
品
で
あ
る
。
昭
和
四
十

年
の
発
行
で
、
小
説
家
と
し
て
出
発
し
た
私
に

と
っ
て
、
小
説
以
外
で
は
処
女
作
で
あ
っ
た
。

『
神
戸
も
の
が
た
り
』
が
世
に
出
て
、
奇
し
く

も
ま
た
十
六
年
目
の
い
ま
、
そ
れ
を
文
庫
化
す

る
話
が
出
た
。

本
来
な
ら
、
『
神
戸
も
の
が
た
り
』
は
、
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
改
訂
を
し
な
く
て
も
よ
い
は
ず

だ
っ
た
。
た
だ
つ
ら
い
こ
と
だ
が
、
つ
け
加
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

一
九
九
五
年
一
月
に
お
こ
っ
た
地
震
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
を
最
後
に
言
及
す
る
だ
け
に
と
ど

め
よ
う
。

本
書
は
一
九
九
八
年
、平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
神
戸
も
の
が
た
り
』
に
、

二
〇
一
〇
年
か
ら
一
一
年
に
か
け
て
、神
戸
新
聞

日
曜
朝
刊
に
連
載
さ
れ
た
「
わ
が
心
の
自
叙
伝
」

を
加
え
、一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

本号では、陳舜臣さんの著作で、題名に「神戸」が付いている３冊を紹介いたします。『神戸というまち』

と『神戸ものがたり』は、内容に加除があり、改題もされていますがもとは同じ本といえます。

下の枠内、傍線は編集委員の加筆です。 （編集委員 橘雄三）

『
神
戸
と
い
う
ま
ち
』
「
ま
え
が
き
」
よ
り
抜
粋至誠堂新書19 (1965)

『
神
戸
も
の
が
た
り
』
「
ま
え
が
き
」
よ
り
抜
粋

平凡社 (1981)

平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
『
神
戸
も
の
が
た
り
』

「ま
え
が
き
」よ
り
抜
粋

平凡社ライブラリー

228 (1998)

神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行

『
神
戸
も
の
が
た
り
』
巻
頭
コ
メ
ン
ト

■のじぎく文庫の一冊
2017発行

1

３
４

２



2．神戸ものがたり 3．神戸ものがたり 4．神戸ものがたり

新しい土地　＊3 新しい土地 新しい土地

金星台から
諏訪山金星台に立てば神戸の中
心が一望できる　＊2
■海軍営之碑

金星台から 金星台から 金星台から

異人館地帯 トーア･ロードを横切った山手一帯 異人館地帯 異人館地帯 異人館地帯

南北の道
トーア･ロード、フラワーロード、居
留地

南北の道 南北の道 南北の道

布引と六甲 モラエス、グルーム 布引と六甲 布引と六甲 布引と六甲

二つの海 神戸港、須磨・舞子 二つの海 二つの海 二つの海

軽い精神 神戸の精神 "軽さ" 軽い精神 軽い精神 軽い精神

あの町この町
＊1

山の手と下町、元町商店街と三宮
センター街、楠公さん三越を中心
とする旧都心

あの町この町 あの町この町 あの町この町

そぞろ歩き

盛り場の一位は新開地で2位が三
宮だった。その地位は神戸の重心
の東漸と映画の不振で逆転。ほ
か、有馬温泉、灘五郷など  ■神
戸には歴史、伝統がない

そぞろ歩き そぞろ歩き そぞろ歩き

水と火
昭和13年の大水害と昭和20年の
空襲

水と火 水と火 水と火

夢のかけ橋 明石海峡に「夢のかけ橋」計画 ふりむかず　＊4 ふりむかず ふりむかず

一月十七のこと　＊5 一月十七のこと

わが心の自叙伝 ＊6

1．神戸というまち(章立てと補足)

＊4　「夢のかけ橋」の前半を「ふりむかず」と改題し掲載　■神戸はフェニックス　　　　　＊5　阪神淡路大震災

（補足）　＊1　陳さんは小学校へ入る前、三越の近くに住んでいた。三越の陳列ケースの赤い靴の話や、忘れた日
本語を思い出すために荷馬車の前に飛びだした話など　　　＊3　ポートアイランド完成

2022.5.15 陳舜臣さんを語る会通信 NO.69 ＜ ２ ＞

「神戸というまち」内容の加除と改題

二
〇
一
七
年
発
行
の

『
神
戸
も
の
が
た
り
』

の
一
番
の
特
長
は
「
わ

が
心
の
自
叙
伝
」
が
収

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
陳
舜
臣
さ
ん
の
自
伝
と
い
え
ば
、
ま
ず
、

『
青
雲
の
軸
』
（
一
九
七
四
年
旺
文
社
文
庫
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
小
説
で
す
。
エ
ッ
セ
イ
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
最
初
は
『
道
半
ば
』

（
二
〇
〇
三
年

集
英
社
）
で
す
。
次
は
、
「
私
の
履
歴
書
」
（
二
〇

〇
四
年

日
本
経
済
新
聞
連
載
）
で
、
も
う
一
つ
は
、
「
わ
が
心
の
自

叙
伝
」
（
二
〇
一
〇
年-

一
一
年

神
戸
新
聞
連
載
）
で
す
。

「
わ
が
心
の
自
叙
伝
」
の
執
筆
に
つ
い
て
、
詳
細
は
本
通
信
第
17
号

を
ご
覧
下
さ
い
。

（
補
足
）
＊
６

「
わ
が
心
の
自
叙
伝
」
を
収
録

（補足）＊２
諏訪山から見た神戸市街

2020年11月 編集委員撮影
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エッセイ17編、小説９編 『神戸わがふるさと』

神
戸
は
私
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
。

エ
ッ
セ
イ
も
小
説
も
、
神
戸
の
こ
と
に
つ
い
て
な
ら
、

こ
と
さ
ら
に
取
材
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
、
つ
い
と
り

あ
げ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

序
に
置
い
た
文
章
は
、
神
戸
生
ま
れ
の
私
の
二
十
世

紀
総
括
で
あ
る
。

『
須
磨
寺
と
私
』
と
い
う
文
章
は
、
『
須
磨
寺
ー
歴

史
と
文
学
』
に
の
せ
た
も
の
で
あ
る
。
須
磨
寺
刊
行
で
、

こ
う
い
う
も
の
は
東
京
の
編
集
者
の
目
に
と
ま
り
に
く

く
、
こ
れ
ま
で
エ
ッ
セ
イ
集
に
拾
い
上
げ
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
う
い
っ
た
エ
ッ
セ
イ
を
集
め
て
み
た
。
な
お
こ

こ
に
載
せ
た
二
首
の
絶
句
は
、
須
磨
寺
正
覚
院
住
職
の

三
浦
真
厳
さ
ん
の
ご
努
力
で
、
竜
華
橋
の
そ
ば
に
詩
碑

を
立
て
て
い
た
だ
い
た
。
私
の
拙
い
字
だ
が
、
こ
の
碑

の
除
幕
式
の
行
わ
れ
た
翌
年(

一
九
九
四
年)

私
は
脳
内

出
血
で
た
お
れ
、
右
手
が
不
自
由
に
な
っ
た
の
で
、
い

ま
は
こ
れ
以
上
の
字
を
か
く
の
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

エ
ッ
セ
イ
の
Ⅱ
は
、
震
災
以
後
の
も
の
で
、
神
戸
と

と
も
に
奮
い
立
と
う
と
、
自
分
を
も
励
ま
し
な
が
ら
書

い
た
文
章
で
あ
る
。

二
部
の
エ
ッ
セ
イ
に
小
説
作
品
群
が
挟
ま
れ
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
代
の
作
品
が
お
も
で
、
自
分
で
も
古
す

ぎ
る
と
か
ん
じ
て
い
た
が
、
読
み
返
し
て
み
る
と
、
巧

ま
ず
し
て
当
時
の
神
戸
が
え
が
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は

神
戸
の
語
り
部
と
し
て
は
、
残
し
て
お
き
た
い
作
品
だ

と
思
う
。

あ
と
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
で
、
こ
れ
ま
で
収
録
を

遠
慮
し
て
い
た
が
、
す
で
に
歴
史
と
し
て
語
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
の
で
収
録
す
る
こ
と
に
し
た
。

二
〇
〇
二
年
十
二
月

陳
舜
臣

題名に「神戸」が付いている作品のもう一つ、『神戸わがふるさと』(講談社 2003)を紹介いたします。エッ

セイ風のタイトルですが、分量的には、四分の三は小説で、ミステリー中心です。

序
慟
哭
の
世
紀

第
一
部

エ
ッ
セ
イ
〈
Ⅰ
〉

私
の
好
き
な
道

神
戸
と
私

神
戸
港

我
が
師
の
恩

神
戸
新
聞
平
和
賞
五
十
年

『
神
戸
っ
子
』
と
私
の
三
十
年

須
磨
寺
と
私

異
人
館
の
こ
と

次
の
世
代
に
伝
え
よ
う

第
二
部

ノ
ベ
ル
ズ

Ｓ
君
に

気
に
な
る
男

遠
矢
浜
心
中

拾
わ
れ
た
男

半
月
組

山
の
ア
パ
ッ
チ

さ
よ
な
ら
シ
ョ
ー

霧
の
鍵

残
っ
た
石

第
三
部

エ
ッ
セ
イ
〈
Ⅱ
〉

神
戸
よ

神
戸
よ
、全
世
界
に
発
光
す
る
の
だ

生
き
る
喜
び
と
温
か
い
友
情

震
災
一
周
年
に
あ
た
っ
て

私
た
ち
は
語
部
に
な
ろ
う

偶
成

ま
だ
見
え
ぬ
「
美
わ
し
の
神
戸
」

あ
と
が
き

「
あ
と
が
き
」
か
ら
抜
粋
引
用

傍
線
は
編
集
委
員
の
加
筆

目

次

講談社版表紙

上掲「あとがき」傍線部分、陳舜臣さんの七言絶

句二首の詩碑ですが、1993年の除幕式当時は下の画

像のような風景だったと思われます。それが、2022

年5月、編集委員が須磨寺を訪れたとき、詩碑が立つ

のは、上の画像のような窮屈な場所になっていまし

た。場所は同じですが、前には大きな永代供養堂が

でき、横には川柳の碑ができていました。どうしてこ

んなことになったのか、首をかしげてしまいます。

七言絶句二首 須磨寺にて

blog.goo.ne.jp/chiku39 より



題　　初出 『神戸わがふるさと』　　各編内容紹介

Ｓ君に
初出不明

「ぼく」たちの小学校の同期生にＳ君がいた。ぼくはＳ君の家へよく遊びに行った。な
ぜ、ぼくだけが誘われるのか、やがて、その理由がわたっか。Ｓ君のお父さんは中国人
だったのだ。Ｓというのは日本人のお母さんの姓だった。ぼくははじめから陳と名乗っ
ていたので、ぼくに親近感をもっていたのだろう

気になる男
『週刊小説』

１９７６年５月３日号

「ぼく」は、諏訪山小学校に２年間、転校して神戸小学校に４年間在籍し、昭和11年に
卒業した。ところで、小学校６年間を通じてぼくは向上心をもったおぼえがない。父が
そんなぼくを励ますために挙げたのが「優等児」のＣだった。一高から京都の大学に進
み、考古学を専攻、関西の某私学の講師をしているという噂だった。ぼくは、戦後台湾
へ帰省して、また神戸に戻ってきた昭和24年、偶然Ｃと出会う

遠矢浜心中
『小説セブン』
１９６９年６月号

和歌浦で旅館を経営する32歳の女性が惨殺される。桂政彦は事件を調べるため和田岬の
根もとにある遠矢浜へ出かける。政彦は、被害者とこの地の水村船舶工業(株)の営業課
長岸原保との関係を掴んでいた。まず、付近の食堂とスタンドで探りを入れ、続いて、
興信所の者となのり、直接、会社に電話をかける。政彦は、社長秘書の吉田久代と喫茶
店で会うが、互いに、“同じ種類の人間”を感じる

拾われた男
『別冊アサヒ芸能』

１９６８年初夏号

弦井宏次は外人専門のポン引きだった。ある日、神戸元町の路地でポール・グリーンに
出会う。グリーンは、アメリカ政府の対外援助関係を代行する会社TGPエンタープライ
ズ社長の個人顧問だという。そして弦井はグリーンに英語力を評価され、「しばらく私
のアシスタントになって働いてみる気はないかね」と誘われる。さて…

半月組
『宝石』

１９６２年6月号

中秋の名月の夜、用を足そうと入った路地裏の廃墟で酔客が目にしたのは…。半月組の
仲間内で殺人事件がおこり、身内を裁く最中であった。やがて、場を仕切っていた組員
が犯人を突き止め、いまにも私刑がおこなわれようとするが…

山のアパッチ
『小説サンデー毎日』

１９７１年１２月号

山のアパッチとは、六甲山のドライヴウェイなどで、車絡みの犯罪を犯すグループのこ
と。山のアパッチのリーダー伊藤利夫がモーターバイクで転倒事故を起こすが、大原警
部補らの捜査で事件であることが判明する。山のアパッチのかつての被害者森井修とそ
の姉らを巻き込みストーリーは展開する

さよならショー
『講談倶楽部』

１９６２年１１月号

その日、歌手敷島真紀子の引退記念「さよならショー」の放映が始まる少し前、須磨の
高級アパートでボイライーが爆発、ボイラー室にいた経営者が即死するという事故があ
り、また、「さよならショー」が開催されている時間帯に、裁判所近くの事務所で代書
屋が殺されるという事件がおこる。この事件で、刑事の高杉は、定職のない三十男、小
倉修吉に任意出頭を求める

霧の鍵
『別冊小説新潮』
第７２号  １９６８年

日下部登美子は、親から受け継いだ三千万円以上の遺産を含め、なにもかもロバート・
フレデリックスに吸い取られてしまう。財産をぜんぶまきあげてから、ロバートは急に
冷たくなった。登美子は死ぬまえにもう一度ロバートに会いたかった。彼に会うという
のは、殺すためだったのだが…

残った石
『別冊サンデー毎日』
１９６９年新春特大号

主な登場人物■川越悠吉：自動車修理工、竹沢利一と安アパートの一室に同居、二十
歳。四歳の時に父親を、一年前に母親を亡くす。竹沢利一：神戸のＢホテルのボーイ、
二十歳。故郷の岡山で両親は健在。福本芳雄：中央軽金属(株)社長、観光ホテル建設の
計画をもつ。ストーリー■母の死は福本芳雄のせいと信じる川越悠吉は、福本殺害を企
み、宿泊するホテルの部屋に侵入するが…
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「
気
に
な
る
男
」
の
記
述
で
す
。

ぼ
く
が
県
庁
前
の
神
戸
小
学
校
を

卒
業
し
た
の
は
、
昭
和
十
一
年
の
こ

と
で
あ
る
。

諏
訪
山
小
学
校
に
二
年
ま
で
い
て
、

引
っ
越
し
の
た
め
、
三
年
か
ら
神
戸

小
学
校
に
転
校
し
た
の
で
あ
る
。

小
学
校
の
こ
ろ
の
こ
と
は
「
Ｓ
君

に
」
に
も
出
て
き
ま
す
。

右
の
記
述
の
「
県
庁
前
の
神
戸
小

学
校
」
の
敷
地
は
、
い
ま
は
、
神
戸

市
立
生
田
中
学
校
に
な
っ
て
い
て
、

北
西
隅
、
フ
ェ
ン
ス
沿
い
に
あ
る

「
神
戸
小
学
校
発
祥
の
地
」
碑
が
当

時
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
碑
の
下
半

分
は
、
若
杉
慧
作
詞
の
校
歌
で
す
。

『神戸わがふるさと』所収小説各編内容 及び補足

「
神
戸
小
学
校
発
祥
の
地
」
碑

「神戸小学校発祥の地」碑 左手は県公館


